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 知多半島医療圏内

 社会

観に関

当院

間もないため

護職員

方からご

専門職

 さあ

2019．10．8 

知多半島医療圏内

社会の中で生きる

関する様々なテーマの

当院からは毎年

もないため(良

護職員に、臨床現場

からご意見を頂

専門職としての醍醐味

さあ、明日からも

会場で職員発見

森田美奈子看護長さん

幸田和恵看護長さん

志村綾子課長さん

小嶋夏未さん

小嶋さんは発表して

しっかり発表している瀬戸くるみさん

 

知多半島医療圏内で誕生した

きる人を対象

なテーマの講演

毎年いくつかの

良い意味で)大

臨床現場で行われている

頂き、そして

醍醐味を味わってほしいと

からも患者さんのため

会場で職員発見!!!(左から

森田美奈子看護長さん

幸田和恵看護長さん

志村綾子課長さん 

小嶋夏未さん  

小嶋さんは発表して

しっかり発表している瀬戸くるみさん

した日本ヒューマンヘルスケア

対象にした幅広

講演・口頭発表

いくつかの演題を発表

大きな規模の

われている看護

そして論文にして投稿

わってほしいと

さんのため、病院職員

左から) 

森田美奈子看護長さん 

幸田和恵看護長さん 

 

小嶋さんは発表していました

しっかり発表している瀬戸くるみさん

ヒューマンヘルスケア

幅広い分野で形成

口頭発表・示説発表

発表しています

の学会ではありません

看護の実践からの

投稿するという

わってほしいと思いました

病院職員のために

ました 

しっかり発表している瀬戸くるみさん 
 

 

ヒューマンヘルスケア学会の

形成された学会

示説発表がありました

しています。地元で開催

ではありません。

からの学びをまとめ

するという一連の作業

いました。 

のために頑張ります

の学術集会がありました

学会で、生命

がありました。 

開催される学会

。だからこそ、

びをまとめ、発表

作業を通じて

ります。 

学術集会がありました

生命の誕生から

学会、まだ発足

、当院の多くの

発表をして他施設

じて達成感を得

がありました。 

から死生

発足から

くの看

他施設の

得つつ


